
は
じ
め
に

『
宗
湛
日
記
』
天
正
十
五
年
六
月
十
四
日
昼
に
利
休
は
九
州
箱
崎
の
燈
籠
堂
で

茶
会
を
開
い
て
い
る
。

『
宗
湛
日
記（

１
）』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
四
日
晝　
　

箱
崎
ト
ウ
ロ
（
燈
籠
）
堂
ニ
テ
、

一
利
休
老　

御
會　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
湛　

宗
室　

宗
仁

フ
カ
三
テ
ウ
、
カ
ヤ
フ
キ
、
カ
ベ
（
壁
）
モ
靑
カ
ヤ
、　

新
釜
ウ
ハ
ク
チ

*

な
か
む
ら　

し
ゅ
う
や　
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カ
ナ
風
爐
、
小
板
ナ
ク
、
疊
ノ
上
ニ
ソ
ノ
マ
ヽ
、
上
座
ノ
柱
ニ
高
麗
筒

ニ
シ
ノ
花
生
テ
、
ヤ
ク
モ
ノ
花
モ
、
御
茶
入
備
前
肩
衝
ヲ
白
地
ノ
金
ラ
ン

ノ
袋
ニ
入
、
緒
ツ
カ
リ
紅
也
、
利
休
被
仰
ニ
ハ
、
此
茶
入
ハ
ホ
テ
イ
（
布

袋
）
ト
申
候
、
袋
ハ
カ
リ
ナ
ホ
ト
ニ
ト
有
也
、

ヤ
キ
茶
碗
ニ
、
ヲ
リ
タ
メ
・
筅
・
巾
仕
入
テ
、
ツ
ル
ヘ
、
メ
ン
ツ
ウ
・
引

切
入
テ
、　

此
茶
ハ
、
ハ
シ
タ
テ
（
橋
立
）
ノ
壺
ヲ
ヒ
カ
セ
候
ト
被
仰
、

利
休
御
手
前
也
、

同
晝
利
休
ノ
御
茶
ノ
後
ニ
、

要
旨　
『
宗
湛
日
記
』
天
正
十
五
年
六
月
十
四
日
の
記
事
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
、
秀
吉
が
箱
崎
に
到
着
し
た
日
時
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に

『
宗
湛
日
記
』
の
天
正
十
五
年
三
月
二
十
七
日
朝
に
「
ヌ
シ
ヤ
源
三
郎
」
茶
会
の
記
事
が
あ
る
が
、『
松
屋
会
記
』
に
は
こ
の
日
の
茶
会
記
が
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
こ
の
茶
会
は
布
袋
茶
入
の
命
名
由
来
を
述
べ
た
茶
会
と
し
て
有
名
だ
が
、
布
袋
茶
入
が
利
休
以
後
の
所
持
者
に
関
し
て
謎
が
あ
り
、
こ
の
時
に
利
休

が
布
袋
茶
入
を
所
持
し
て
い
た
か
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
ヤ
キ
茶
碗
」
に
関
し
て
は
、「
焼
茶
碗
」
で
は
な
く
、「
薬
器
茶
碗
」
の
可

能
性
を
示
し
た
。

　
最
後
に
、
利
休
が
茶
会
を
開
催
し
た
筥
崎
宮
の
燈
籠
堂
は
存
在
し
た
が
、
そ
の
中
で
茶
会
を
開
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
傍
ら
に
新
し
く
茶
室
を
建
造
し

た
と
推
測
さ
れ
た
。
こ
の
十
四
日
の
利
休
・
紹
安
の
新
茶
室
は
、
青
萱
・
青
松
葉
な
ど
の
共
通
性
か
ら
い
っ
て
、
同
年
六
月
二
十
五
日
朝
の
秀
吉
を
招
い
た

宗
湛
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
新
茶
室
か
ら
の
創
作
の
可
能
性
を
考
え
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　『
宗
湛
日
記
』　
布
袋
茶
入
　
ヤ
キ
茶
碗
　
箱
崎
燈
籠
堂
　
利
休
茶
会 

『
宗
湛
日
記
』
天
正
十
五
年
六
月
十
四
日
利
休
茶
会
に
つ
い
て

中
村
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一
紹
安　

御
會　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
湛　

宗
仁
兩
人

二
テ
ウ
半
、
靑
松
葉
ニ
テ
カ
ヘ
（
壁
）
ヲ
シ
ト
ミ
、
上
苫
フ
キ
（
葺
）

也
、

先
足
打
ニ
帋
ヲ
シ
キ
テ
、
椎
茸
ト
串
鮑
ト
ニ
（
煮
）
シ
メ
テ
、
ヤ
ウ
シ

（
楊
枝
）
二
ツ
置
テ
、
其
後
御
茶
ア
リ
、
カ
ナ
風
爐　

新
釜　

ヤ
キ
茶
碗

ニ
道
具
仕
入
テ
、　

棗　

ツ
ル
ヘ　

メ
ン
ツ
ウ　

引
切

一
見
、
な
ん
の
変
哲
も
な
い
茶
会
記
で
あ
る
。

し
か
し
、
仔
細
に
見
る
と
、
疑
問
と
な
る
箇
所
が
い
く
つ
か
生
じ
て
く
る
。

一　

秀
吉
の
博
多
到
着
日
時

ま
ず
、
福
川
一
徳
氏
の
「
島
津
攻
め（

２
）

」
に
よ
る
と
、
こ
の
天
正
十
五
年
に
は
、

秀
吉
は
九
州
征
伐
で
正
月
元
旦
に
諸
国
の
諸
将
に
九
州
征
伐
の
部
署
と
軍
令
を
発

し
、
総
勢
は
十
二
万
と
し
た
。
最
初
に
羽
柴
秀
長
が
同
年
二
月
十
日
に
大
和
郡
山

を
発
し
、
三
月
に
小
倉
に
着
陣
し
て
い
る
。
他
方
、
秀
吉
は
三
月
二
十
九
日
に
馬

ケ
岳
（
行
橋
市
）
に
入
り
、
四
月
一
日
に
は
岩
石
城
を
一
日
で
落
と
し
、
秋
月
種

実
は
名
物
・
楢
柴
茶
壺
を
献
じ
て
降
服
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
月
二
十
一
日
に

薩
摩
川
内
に
入
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
島
津
氏
は
、
秀
吉
に
降
伏
す
る
。
そ
し

て
五
月
八
日
、
島
津
義
久
は
剃
髪
し
て
秀
吉
に
降
伏
す
る
。
そ
し
て
、
十
八
日

に
秀
吉
は
帰
国
の
途
に
就
き
、
六
月
七
日
、
箱
崎
（
博
多
）
に
到
着
し
て
い
る

（
一
三
〇
～
一
三
一
頁
）。

『
宗
湛
日
記
』
に
は
天
正
十
五
年
六
月
三
日
か
ら
六
月
二
十
六
日
ま
で
の
茶
会

記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
六
月
三
日
の
記
事
に
は
、

丁
亥
六
月
三
日
、
薩
摩
ヨ
リ
被
成　

還
御
筑
前
國
箱
崎
ニ
、
社
内
ニ　

關
白

樣
御
陣
ナ
サ
レ
候
ニ
依
テ
、
同
七
日
ノ
晝
、
松
浦
カ
ラ
（
唐
）
津
ヨ
リ
參
上

仕
テ
、
箱
崎
ニ
著
テ
、
八
日
ニ　

關
白
樣
ニ
御
目
ミ
ヱ
（
見
得
）
仕
候
也
、

宗
及
老
御
取
合
、

と
あ
る
。
先
の
福
川
氏
は
秀
吉
の
箱
崎
到
着
を
六
月
七
日
と
し
て
い
る
。
紙
屋
敦

之
氏
も
「
九
州
征
伐（

３
）

」
の
中
で
「
六
月
七
日
、
秀
吉
は
筑
前
国
箱
崎
に
至
っ
た
」

（
二
七
三
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
宗
湛
日
記
』
の
記
事
が
正
し
け

れ
ば
、
秀
吉
は
六
月
三
日
に
箱
崎
に
到
着
し
て
お
り
、
七
日
は
唐
津
か
ら
秀
吉
に

会
う
た
め
に
参
上
し
た
神
屋
宗
湛
が
箱
崎
に
到
着
し
た
日
で
あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら

が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
生
駒
雅
楽
頭
他
宛
朱
印
状
」（「
大
山
文
書
」
東
大
史
料
編
纂
所
写
）
に
次
の

よ
う
な
文
書
が
あ
る（
４
）。

急
度
被
仰
遣
候
、
今
日
於
高（

筑
後
国
）

良
山
被
成
御
座
候
、
明
日
宰

（
筑
前
国
、以
下
同
国
）

府
へ
被
移
御
座

候
、
然
者
箱
崎
之
宮
御
座
可
然
之
由
候
間
、
即
彼
宮
を
そ
さ
う
ニ
こ
し
ら
へ

可
申
候
、
当
座
之
儀
候
間
、
成
其
意
候
て
、
早
速
出
来
候
様
可
入
精
候
、
明

後
七
日
ニ
そ
れ
へ
御
座
候
事
候
間
、
無
由
断
可
申
付
候
、
尚
片
桐
市（

且
元
）正

可
申

候
也
、

　

午
下
刻

　
　
　

六
月
五
日　
（
朱
印
）

　
　
　
　
　

生
駒
雅（

親
正
）楽

頭
と
の
へ

　
　
　
　
　

早
川
主（

長
政
）馬

頭
と
の
へ

こ
の
文
書
は
六
月
五
日
に
出
さ
れ
て
お
り
、
秀
吉
は
明
日
、
大
宰
府
に
到
着

し
、
明
後
日
つ
ま
り
七
日
に
箱
崎
宮
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
準
備

を
し
て
お
く
よ
う
に
片
桐
且
元
を
通
じ
て
知
ら
せ
て
お
く
と
書
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
生
駒
三
吉
宛
朱
印
状
」（「
生
駒
文
書
」
東
大
史
料
編
纂
所
写
真
版（

５
））

に
は
、
次
の
よ
う
に
詳
細
が
書
か
れ
て
い
る
。

今
日
高
良
山
（
筑
後
国
）
迄
被
成
御
座
候
、
明
日
者
さ
い
ふ
（
宰
府
）
へ
可
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有
御
越
候
、
斎
符
（
宰
府
）
ニ
ハ
一
夜
之
泊
候
、
は
か
た
（
博
多
）
ニ
当
座

か
り
の
御
座
所
見
計
立
候
へ
と
、
雅
楽
頭
（
生
駒
親
正
）
か
た
へ
被
仰
遣

候
、
然
者
秋
月
（
筑
前
国
）
に
て
か
り
い
（
仮
居
）
の
御
在
所
ニ
可
立
家
を

こ
ほ
ち
候
て
、
早
々
も
た
せ
罷
越
、
雅
楽
頭
申
談
可
立
候
、
大
な
る
家
ハ
不

入
事
候
間
、
成
其
意
、
見
計
こ
ほ
ち
候
て
、
は
か
た
へ
急
ニ
可
罷
越
候
、
不

可
由
断
候
也
、

　

午
刻

　
　
　

六
月
五
日　
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　

生
駒
三
吉
（
一
正
）
と
の
へ

こ
こ
で
も
大
宰
府
で
一
夜
を
過
ご
し
て
か
ら
博
多
に
参
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

や
は
り
七
日
の
箱
崎
到
着
で
あ
る
。
以
上
二
通
の
秀
吉
書
状
か
ら
見
て
、
秀
吉

の
博
多
到
着
は
七
日
で
あ
る
。『
宗
湛
日
記
』
の
「
六
月
三
日
、
薩
摩
ヨ
リ
被
成　

還
御
筑
前
國
箱
崎
ニ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

『
宗
湛
日
記
』
は
、
秀
吉
軍
の
在
博
多
に
お
け
る
記
述
に
お
い
て
、
初
歩
的
な
ミ

ス
を
犯
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
六
月
十
四
日
の
利
休
茶
会
で
あ
る
が
、
場
所
が
「
箱
崎
ト
ウ
ロ
堂
」
と

あ
る
。
ト
ウ
ロ
堂
は
燈
籠
堂
で
あ
ろ
う
。
今
、
恵
光
院
と
い
う
寺
院
に
こ
の
燈
籠

堂
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
恵
光
院
は
、
寛
永
年
中
（
一
六
二
四
～

一
六
四
四
）
に
筑
前
黒
田
藩
主
二
代
目
の
黒
田
忠
之
を
開
基
と
し
て
、
正
範
大
和

尚
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
て
い
る
。
年
代
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現

在
の
燈
籠
堂
の
説
明
板
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

千
利
休
居
士　

點
茶
の
蹟

天
正
１
５
年
豊
臣
秀
吉
公
全
九
州
を
平
定
す
る
や
、
凱
旋
の
途
次
、
６
月
、

二
十
余
日
間
に
亘
り
、
箱
崎
に
滞
陣
し
、
今
の
社
殿
を
以
っ
て
、
本
營
と
な

す
。

　

し
か
る
に
、
社
頭
は
、
名
に
し
負
ふ
千
代
の
松
原
の
清
境
に
し
て
風
雅
の

英
雄
を
保
ち　

自
ら
閑
日
月
あ
ら
し
め
た
る
に
や
、
點
茶
の
催
、
屡
々
な
り

し
が
、
利
休
居
士
は
月
の
十
四
日
、
秀
吉
公
を
請
し
て
、
燈
籠
堂
に
茶
を
奉

れ
り
。

　

此
の
燈
籠
堂
は
承
元
２
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
本
尊
は
、
醍
醐
天
皇
代

に
箱
崎
の
海
中
よ
り
現
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
石
体
座

像
に
し
て
、
南
宋
時
代
の
作
と
稱
せ
ら
る
。

　

堂
は
、
も
と
筥
崎
宮
社
頭
の
松
林
中
に
あ
り
明
治
３
年
、
恵
光
院
境
内
に

移
転
す
。
堂
宇
は
、
旧
観
全
か
ら
ず
と
雖
も
、
尚
古
雅
の
風
、
掬
す
べ
き
も

の
あ
り
。
福
岡
市
教
育
会
（
現
地
案
内
板
）

つ
ま
り
恵
光
院
に
移
転
し
た
の
は
明
治
三
年
で
、
そ
れ
以
前
は
筥
崎
宮
に
あ
っ

た
。
燈
籠
堂
自
体
は
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
に
創
建
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
伝
承
で
あ
っ
て
も
、
天
正
十
五
年
に
は
す
で
に
存
在
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
板
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
燈
籠
堂
は
十
一
面

観
世
音
菩
薩
石
像
を
祀
る
た
め
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
で

茶
を
た
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
お
そ
ら
く
、
利
休
の
深
三
畳
茶
室
と
紹
安
の

二
畳
半
茶
室
は
、
別
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

ま
た
利
休
茶
会
記
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
利
休
御
手
前
也
」
と
特
記
さ
れ
て
い

る
の
も
不
思
議
で
あ
る
。
亭
主
が
茶
を
た
て
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
普
通
は
書
か

な
い
。

二　
「
ヤ
キ
茶
碗
」
に
つ
い
て

ま
た
「
ヤ
キ
茶
碗
」
と
い
う
表
現
も
不
思
議
で
あ
る
。
茶
碗
は
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
が
焼
物
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
焼
物
の
茶
碗
と
断
る
必
然
性
は
な
い
。
こ
の
「
ヤ

キ
茶
碗
」
に
つ
い
て
は
、
赤
沼
多
佳
氏
が
、『
角
川
茶
道
大
事
典（

６
）

』
で
、
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。
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天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、『
宗
湛
日
記
』
に
「
ヤ
キ
茶
碗
」
と
初
見
さ

れ
、
そ
の
後
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
―
一
六
一
五
）
ま
で
た
び
た
び
記
載

さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
天
正
年
間
に
新
し
く
登
場
す
る
和
物
茶
碗
と
考

え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
。

ち
な
み
に
今
焼
茶
碗
が
天
正
十
四
年
か
ら
茶
会
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

「
ヤ
キ
茶
碗
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
宗
湛
日
記
』
の
中
か
ら
「
ヤ
キ
茶
碗
」
の
記
載
記
事
を
拾
っ
て
み

る
と
、

天
正
十
五
年
正
月
二
十
七
日
朝
の
虎
屋
紹
意
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入

テ
」

同
年
正
月
二
十
八
日
昼
の
森
田
道
味
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
碗
、
道
具
入
」

同
年
二
月
一
日
の
菊
屋
宗
可
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
椀
ニ
道
具
仕
入
テ
」

同
年
二
月
二
日
朝
の
大
文
字
屋
栄
青
の
茶
会
に
「「
ヤ
キ
茶
椀
ニ
道
具
入
テ
」

同
年
二
月
八
日
朝
の
本
住
坊
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入
テ
」

同
年
二
月
九
日
昼
の
大
和
屋
立
左
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
、
道
具
入
テ
」

同
年
三
月
六
日
昼
の
春
世
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
、
道
具
仕
テ
」

同
年
三
月
十
二
日
朝
の
草
部
屋
道
設
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
、
道
具
入
テ
」

同
年
三
月
二
十
八
日
の
福
寿
院
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入
テ
」

文
禄
三
年
四
月
二
日
晩
の
木
原
次
郎
兵
衛
の
御
振
舞
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入

テ
」

同
年
四
月
七
日
昼
の
前
野
長
景
の
御
振
舞
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入
テ
」

慶
長
二
年
二
月
二
十
五
日
の
今
井
宗
薫
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入
テ
」

同
年
三
月
一
日
の
千
紹
安
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
入
テ
」

同
年
三
月
八
日
晩
の
春
世
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
茶
碗
ニ
道
具
仕
入
テ
」

慶
長
三
年
十
一
月
二
十
七
日
の
浅
野
長
政
の
御
振
舞
に
「
ヤ
キ
茶
碗
、
道
具
仕
入

テ
」

天
正
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
朝
の
草
部
屋
道
設
の
茶
会
に
「
ヤ
キ
碗
」

と
あ
り
、
十
六
回
の
茶
会
に
登
場
す
る
。
本
会
と
合
わ
せ
れ
ば
す
べ
て
で
十
七
回

と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
き
間
違
い
な
ど
で
は
な
い
。
使
っ
て
い
る
人
も
虎
屋
紹

意
・
森
田
道
味
・
菊
屋
宗
可
・
大
文
字
屋
栄
青
・
本
住
坊
・
大
和
屋
立
左
・
春

世
・
草
部
屋
道
設
・
福
寿
院
・
木
原
次
郎
兵
衛
・
前
野
長
景
・
今
井
宗
薫
・
千
紹

安
・
浅
野
長
政
と
十
四
名
に
及
ん
で
い
る
。

「
茶
碗
」
は
中
世
に
お
い
て
「
焼
物
」
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

「
ヤ
キ
茶
碗
」
と
い
う
の
は
「
焼
焼
物
」
と
な
り
、
表
現
と
し
て
二
重
表
現
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、『
宗
湛
日
記
』
に
茶
碗
は
ど
れ
だ
け
の
表
現
が
さ
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

今
焼
茶
碗
、
高
麗
茶
碗
、
井
戸
茶
碗
、
高
麗
白
茶
碗
、
瀬
戸
茶
碗
、
天
目
、
白

天
目
、
尼
子
天
目
、
紹
鷗
天
目
、
伊
勢
天
目
、
塗
天
目
、
白
茶
碗
、
黒
茶
碗
、
京

焼
黒
茶
碗
、
今
焼
黒
茶
碗
、
善
好
茶
碗
、
人
形
茶
碗
、
ス
ヤ
ン
茶
碗
と
ヤ
キ
茶
碗

の
十
九
種
類
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヤ
キ
茶
碗
は
そ
の
他
の
十
八
種
類
以
外
の
茶
碗

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ち
な
み
に
「
宗
凡
他
会
記（
７
）」
に
は
、

天
正
十
八
年
十
一
月
三
日
朝
の
誉
田
屋
徳
隣
の
茶
会
で
「
や
き
ち
ゃ
わ
ん
」

同
年
十
一
月
五
日
朝
の
天
王
寺
屋
道
叱
の
茶
会
で
「
や
き
茶
椀
」

同
年
十
一
月
十
日
朝
の
藤
堂
佐
渡
守
の
茶
会
で
「
や
き
茶
椀
」

同
年
十
一
月
十
一
日
の
池
田
秀
氏
の
茶
会
で
「
や
き
茶
椀
」

同
年
十
二
月
二
十
七
日
朝
の
草
部
屋
道
設
の
茶
会
で
「
や
き
ち
や
わ
ん
」

同
年
十
二
月
二
十
九
日
朝
の
今
井
宗
呑
の
茶
会
に
「
や
き
茶
椀
」

と
出
て
く
る
。
す
べ
て
で
六
回
で
あ
る
。「
宗
凡
他
会
記
」
と
い
う
堺
の
町
衆
の

茶
会
記
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
こ
の
「
ヤ
キ
茶
碗
」
は
宗
湛
の
特
別
な
表
現
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
戦
国
期
の
人
間
で
は
な
い
我
々
に
は
国
語
的
に
は
ど
の
よ
う
な

茶
碗
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
「
今
焼
茶
碗
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お

り
、
幾
人
も
の
茶
人
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
一
般
的
な
茶

碗
の
種
類
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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た
だ
、
茶
会
記
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
焼
茶
碗
」
と
い
う
表
現
は
な
く
、
あ
く

ま
で
「
ヤ
キ
」
は
片
仮
名
・
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
「
ヤ
キ
」

は
あ
る
い
は
「
薬
器
」
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
来
、
茶
碗
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
薬
器
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
を
、
茶
碗
に
見
立
て
て
使

用
し
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
薬
を
飲
む
際
に
使
用
し
て
い
た
碗

を
、
抹
茶
用
の
茶
碗
に
見
立
て
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

三　

燈
籠
堂
茶
室

次
に
燈
籠
堂
の
茶
室
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。『
宗
湛
日
記
』
に
は

「
フ
カ
三
テ
ウ
、
カ
ヤ
フ
キ
、
カ
ベ
（
壁
）
モ
靑
カ
ヤ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
深

三
畳
敷
の
萱
葺
き
屋
根
で
、
壁
は
青
萱
作
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
日
の
午
後
に

開
か
れ
た
紹
安
の
茶
会
の
部
屋
と
も
見
比
べ
る
必
要
が
あ
る
。
紹
安
の
使
用
し
た

茶
室
は
、「
二
テ
ウ
半
、
靑
松
葉
ニ
テ
カ
ヘ
（
壁
）
ヲ
シ
ト
ミ
、
上
苫
フ
キ
（
葺
）

也
」
と
あ
る
。
二
畳
半
敷
の
上
苫
葺
き
の
屋
根
で
、
壁
は
青
松
葉
で
蔀
を
覆
っ
て

い
る
茶
室
で
あ
っ
た
。
双
方
と
も
に
、
青
萱
と
青
松
葉
を
使
っ
て
い
る
所
か
ら
し

て
、
新
し
く
作
ら
れ
た
茶
室
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
利
休
の
茶
会
は
天
正
十
五
年
六
月
十
四
日
で
あ
る
。
秀
吉
軍
が
箱

崎
に
到
着
し
た
の
が
六
月
七
日
で
あ
る
。
翌
日
の
八
日
か
ら
作
り
始
め
た
と
し
て

も
、
十
三
日
に
は
で
き
あ
が
っ
て
い
な
い
と
翌
日
の
茶
会
に
間
に
合
わ
な
い
か

ら
、
わ
ず
か
に
六
日
間
し
か
余
裕
が
な
い
。
果
た
し
て
、
六
日
間
で
燈
籠
堂
に
茶

室
を
二
部
屋
作
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
ほ
ど
す
ぐ
に
茶
室
を

作
り
始
め
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。『
宗
湛
日
記
』
の
六
月
十
一

日
の
記
載
を
見
る
と
、

同
十
一
日
ヨ
リ
、
博
多
町
ノ
サ
シ
圖
ヲ
書
付
ラ
レ
テ
、
十
二
日
ヨ
リ
ノ
町
ワ

リ
也
、
博
多
町
ワ
リ
奉
行
衆
事

瀧
川
三
郎
兵
衞
ト
ノ　

長
束
大
藏
ト
ノ　

山
崎
志
摩
ト
ノ　

小
西
攝
州　

此

五
人
ナ
リ
、　

下
奉
行
三
十
人
有
、

と
あ
る
。
こ
の
記
述
を
信
用
す
れ
ば
、
町
割
り
は
六
月
十
二
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
燈
籠
堂
の
茶
室
も
早
く
て
も
十
二
日
の
造
成
開
始
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す

る
と
、
わ
ず
か
二
日
し
か
な
い
。

次
に
、
こ
の
『
宗
湛
日
記
』
の
天
正
十
五
年
六
月
に
記
載
さ
れ
て
い
る
茶
会

が
行
わ
れ
た
場
所
を
見
る
と
、
六
月
十
三
日
の
宗
及
茶
会
は
「
箱
崎
ニ
テ
」
と

あ
り
、
六
月
十
九
日
朝
の
秀
吉
茶
会
は
「
箱
崎
御
陣
所
ニ
テ
」
と
あ
り
、
六
月

二
十
五
日
朝
の
秀
吉
を
招
い
て
の
宗
湛
茶
会
は
「
箱
崎
ア
カ
ハ
タ
（
赤
旗
）
ニ

テ
」
と
あ
り
、
六
月
二
十
六
日
の
宗
湛
茶
会
は
「
箱
崎
ニ
テ
」
と
あ
っ
て
、
燈
籠

堂
で
は
な
い
。

よ
し
ん
ば
、
燈
籠
堂
の
茶
室
が
、
秀
吉
が
箱
崎
に
着
陣
す
る
前
か
ら
造
作
が
始

ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
造
営
者
は
秀
吉
で
あ
ろ
う
か
ら
、
秀
吉
が
一
度
も
使
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。
し
か
も
六
月
二
十
五
日
の
宗
湛
茶
会
の
行
わ

れ
た
茶
室
は
、「
二
疊
半
、
青
カ
ヤ
フ
キ
ニ
、
カ
ベ
・
ク
ヽ
リ
ノ
戸
マ
テ
靑
カ
ヤ

也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

二
畳
半
敷
、
青
萱
葺
き
、
壁
・
潜
り
戸
も
青
萱
葺
き

の
茶
室
で
あ
る
。
こ
れ
を
十
四
日
の
利
休
茶
室
・
紹
安
茶
室
と
比
較
す
る
と
、

利
休
茶
室
は
、

深
三
畳
敷
、
萱
葺
き
、
壁
も
青
萱

紹
安
茶
室
は
、

二
畳
敷
、
壁
が
青
松
葉
、
屋
根
が
上
苫

と
な
っ
て
い
た
。
宗
湛
茶
室
の
二
畳
半
は
紹
安
茶
室
の
広
さ
に
利
用
さ
れ
、
壁
の

青
萱
葺
き
は
利
休
茶
室
の
壁
に
利
用
さ
れ
、
宗
湛
茶
室
の
青
萱
は
表
現
を
変
え
て

紹
安
茶
室
の
屋
根
の
上
苫
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
苫
は
萱
な
ど
を

菰
の
よ
う
に
編
ん
で
覆
い
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
苫
は
青
萱
葺

き
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
六
月
二
十
五
日
の
宗
湛
茶
室
の
要
素
を
分
解
し
て
、
十
四
日
の
利
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休
茶
室
・
紹
安
茶
室
を
創
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四　

布
袋
茶
入
に
つ
い
て

こ
の
茶
会
は
布
袋
茶
入
の
伝
承
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

『
宗
湛
日
記
』
に
は
、

御
茶
入
備
前
肩
衝
ヲ
白
地
金
ラ
ン
ノ
袋
ニ
入
、
緒
ツ
カ
リ
紅
也
、
利
休
被
仰

ニ
ハ
、
此
茶
入
ハ
ホ
テ
イ
（
布
袋
）
ト
申
候
、
袋
ハ
カ
リ
ナ
ホ
ト
ニ
ト
有

也
、

と
あ
る
。
こ
の
「
布
袋
」
と
い
う
銘
は
利
休
が
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由

は
「
袋
ハ
カ
リ
ナ
ホ
ト
ニ
ト
有
也
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
袋
ば
か
り
が
立
派
で

あ
る
か
ら
、
袋
と
い
え
ば
布
袋
を
連
想
す
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。『
角
川
茶
道

大
事
典
』
の
説
明
に
は
、

中
興
名
物
。
備
前
焼
茶
入
。
千
利
休
が
こ
の
茶
入
れ
を
博
多
で
取
得
、
そ
の

布
袋
を
神
屋
宗
堪
に
所
望
し
、
白
地
の
古
金
襴
を
得
て
そ
の
仕
服
と
し
た
こ

と
か
ら
、
茶
入
に
過
ぎ
た
る
袋
と
い
う
こ
と
で
利
休
自
ら
「
布
袋
」
と
命
銘

し
た
（『
松
屋
日
記
』『
宗
湛
日
記
』『
千
家
中
興
名
物
録
』）。
伝
来
は
利
休

所
持
の
の
ち
、
太
田
美
作
、
万
代
屋
宗
勘
、
伊
丹
屋
宗
不
、
疋
田
半
右
衛

門
、
桔
梗
屋
文
右
衛
門
ら
を
経
て
文
化
（
一
八
〇
四

−

一
八
）
ご
ろ
か
ら
京

都
矢
倉
九
右
衛
門
の
有
と
な
っ
た
。
そ
の
後
加
州
松
岡
忠
平
に
移
っ
た
が
、

さ
ら
に
大
阪
上
野
理
一
の
所
持
と
な
る
。（
中
略
）『
古
今
名
物
類
聚
』『
麟

鳳
亀
竜
』『
茶
器
名
物
図
彙
』『
大
正
名
器
鑑
』
な
ど
、
諸
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。〔
小
田
栄
一
〕

と
あ
る
。
利
休
の
手
か
ら
太
田
美
作
に
移
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
松
屋
会
記（

８
）』

慶
長
四
年
二
月
二
十
二
日
朝
の
条
に
、

一
伏
見
太
田
美
作
殿
ヘ　
　
　

道
か　

四
郎
左
衛
門　

宗
有　

久
好
四
人

床
ニ

、
ソ
ン
ヰ
ノ
影
ハ
シ
メ
ニ
、　

九
輪
釜　

瀬
度
水
サ
シ　

布
袋
肩
衝
、

白
地
小
紋
ノ
袋
ニ

入
、
ツ
ホ
ハ
備
前
ツ
ホ
ノ
ア
ル
カ
ヽ
リ
ノ
ツ
ホ
也
、

ア
カ
メ
ナ
ル
ツ
ホ
也
、
袋
過
タ
リ
ト
テ
利
休
名
ヲ
布
袋
付
シ
也
、
ヤ
キ

茶
ワ
ン　

メ
ン
ツ　

引
切　

後
、
信
楽
ツ
ニヽ

白
玉
入
手
洗
ノ
間
ニ
巻
、

花
入
大
平
ニ
、

　
（
後
略
）

と
あ
る
こ
と
を
基
に
書
か
れ
て
い
る
。『
茶
道
古
典
全
集
』
の
頭
注
に
は
、
太
田

美
作
に
つ
い
て
は
、「
名
は
一
吉
。
豊
後
臼
杵
城
主
（
六
萬
五
千
石
）
と
な
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
太
田
一
吉
は
『
戦
国
人
名
事
典（

９
）』

に
は
、

お
お
た
か
ず
よ
し
太
田
一
吉　

？
―
一
六
一
七
（
？
―
元
和
三
）

（
小
源
五
・
政
信
・
宗
隆
・
政
之
・
重
正
・
従
五
位
下
・
飛
騨
守
）
丹
羽
長

秀
の
臣
。
宗
清
の
男
。
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）、
長
秀
の
死
後
、
豊
臣

秀
吉
に
仕
え
美
濃
国
に
一
万
石
を
給
さ
れ
た
。
同
十
五
年
の
九
州
征
討
、
同

十
八
年
の
小
田
原
役
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
の
朝
鮮
派
兵
に
従
軍
し
、

同
二
年
、
豊
後
臼
杵
城
主
で
六
万
五
千
石
。
ま
た
豊
臣
氏
蔵
入
地
十
万
石
の

代
官
を
兼
ね
た
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
朝
鮮
役
で
は
蔚
山
（
う
る
さ

ん
）
に
籠
城
し
負
傷
し
た
。
同
五
年
の
関
ケ
原
役
に
は
西
軍
に
属
し
、
主
力

の
敗
戦
後
も
城
に
拠
っ
て
最
後
ま
で
抗
戦
し
た
が
、
十
月
四
日
、
開
城
し

た
。
し
か
し
黒
田
如
水
の
尽
力
で
知
行
没
収
に
と
ど
ま
り
、
剃
髪
し
て
宗
善

と
号
し
京
都
で
余
生
を
送
っ
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
太
田
一
吉
が
な
に
ゆ
え
太
田
美
作
な
の
か
不
明
で
あ

る
。
官
途
名
も
美
作
で
は
な
く
飛
騨
守
で
あ
っ
て
異
な
る
。
お
そ
ら
く
は
慶
長
五
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年
以
後
は
京
都
で
暮
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、『
松
屋

会
記
』
の
茶
会
は
慶
長
四
年
で
あ
る
。
こ
の
時
、
太
田
一
吉
は
当
然
、
居
城
の
臼

杵
城
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
奈
良
の
塗
師
屋
の
松
屋
久
好
が
一
吉
の

茶
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

管
見
の
限
り
で
は
、
戦
国
期
の
太
田
氏
で
「
美
作
」
を
証
す
る
人
物
は
見
当
た

ら
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
茶
会
記
で
は
、「
ヤ
キ
茶
碗
」
ま
で
登
場
す
る
。『
宗
湛
日
記
』

に
布
袋
の
茶
入
が
登
場
し
た
時
の
利
休
の
茶
会
に
記
録
さ
れ
た
「
ヤ
キ
茶
碗
」
で

あ
る
。
こ
の
茶
碗
ま
で
も
が
、
利
休
か
ら
太
田
美
作
に
譲
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
久
好
茶
会
記
は
『
宗
湛
日
記
』
を
見
て
書
か
れ
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

太
田
美
作
に
つ
い
で
布
袋
茶
入
の
所
持
者
に
な
っ
た
の
は
万
代
屋
宗
勘
と
あ

る
。
お
そ
ら
く
万
代
屋
宗
貫
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宗
貫
に
つ
い
て
は
、『
角
川
茶

道
大
事
典
』
に
、

生
没
年
不
詳
。
江
戸
初
頭
の
堺
の
茶
人
。
宗
安
の
子
。
千
道
安
の
女
婿
。
一

吐
斎
・
以
草
斎
な
ど
と
号
す
。
布
袋
茶
入
な
ど
を
所
持
。『
随
流
斎
延
紙
ノ

書
』
に
は
利
休
辞
世
を
所
持
し
た
こ
と
が
み
え
る
。　
〔
谷
端
昭
夫
〕

と
あ
る
。『
茶
道
筌
諦（

（1
（

』
に
は
、

同　

宗
貫　

宗
安
の
子
道
安
の
聟
、
一
吐
斎
と
號
す
其
子
與
吉
郎
。
有
馬
家

に
仕
て
、
高
畠
重
右
衛
門
と
い
ふ
。

と
あ
る
。
道
安
の
聟
だ
か
ら
次
の
所
有
者
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ

に
し
て
も
太
田
美
作
と
い
う
人
物
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
し
、
も
し
一
吉
な
ら
ば
、

九
州
の
臼
杵
城
に
い
て
『
松
屋
会
記
』
の
茶
会
は
不
可
能
で
あ
る
。

筒
井
紘
一
氏
は
、
こ
の
布
袋
茶
入
に
つ
い
て
、

利
休
が
島
津
攻
め
の
お
供
で
備
前
を
通
過
し
た
時
に
拾
っ
た
茶
入
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
仕
服
を
頼
む
と
言
わ
れ
て
宗
湛
が
仕
立
て
た
袋
が
白
地
の
古
金

襴
で
あ
っ
た
た
め
に
、
利
休
が
「
布
袋
」
と
銘
し
た
茶
入
で
あ
っ
た
。
利
休

に
よ
る
新
し
い
美
の
始
ま
り
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

と
説
明
し
て
い
る（

（1
（

。
備
前
で
拾
っ
た
茶
入
と
い
う
こ
と
、
仕
覆
を
宗
湛
に
依
頼
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
備
前
肩

衝
と
い
う
こ
と
か
ら
、
備
前
で
拾
っ
た
と
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
備
前
焼
は
別
段
、
ど
こ
で
で
も
入
手
で
き
る
。
堺
で
も
京
都
で
も
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
宗
湛
に
仕
覆
を
依
頼
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
な
ら

ば
、
こ
の
茶
会
で
わ
ざ
わ
ざ
布
袋
の
由
来
を
宗
湛
に
説
明
す
る
必
要
も
な
か
ろ

う
。
仕
覆
を
持
参
し
た
時
に
、「
布
袋
と
名
付
け
よ
う
」
と
言
え
ば
い
い
だ
け
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
茶
会
が
事
実
な
ら
ば
、
外
の
仕
覆
と
中
の
茶
入
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
さ
を
誤
魔
化
す
た
め
に
説
明
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

布
袋
茶
入
と
い
う
茶
入
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
宗
湛
日
記
』
の

記
事
が
正
し
い
も
の
と
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、
あ
る
時
期
か
ら
存
在
し
、
そ
の
由

来
が
九
州
陣
の
際
に
創
作
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
織
田
長
益
宛
書
状

「
六
月
十
日
付
長
益
宛
利
休
書
状（

（1
（

」
に
こ
の
九
州
陣
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

唯
今
ハ
筑
前
国
箱

　
　

崎　

御
逗
留
に
候
御
茶

　
　

湯
さ
し
き
立
申
候
急
度

　
　

数
奇
出
可
申
候

五
月
十
八
日
御
札
六
月
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十
日
に
拝
見
仕
候
漸
々

爰
元
隙
明
申
候
間
頓
々

上
洛
仕
御
物
語
可
申

上
候
九
州
無
残

御
存
分
ま
で
ニ
候
其

御
ゆ
か
し
く
令
存
候　

恐
惶

謹
言

　

六
月
十
日　
　

宗
易　
（
花
押
）

　

長
益
様

　
　
　
　

参　

尊
報

と
あ
る
。
こ
の
書
状
は
、
五
月
十
八
日
付
の
長
益
の
書
状
を
六
月
十
日
に
拝
見
し

た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
帰
洛
後
に
こ
の
九
州
で
の
話
を
詳
し
く
し
た
い

と
あ
る
。
さ
ら
に
今
は
筑
前
国
箱
崎
に
逗
留
中
で
あ
り
、
茶
の
湯
座
敷
を
建
て

て
、
き
っ
と
数
奇
を
行
い
た
い
と
い
う
意
欲
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
月

十
日
に
茶
の
湯
座
敷
を
建
て
た
い
と
言
っ
て
、
十
四
日
に
そ
の
建
て
た
茶
座
敷
で

茶
会
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。
村
井
康
彦
氏
は
こ
の
書
状
の
解
説

で
、「
父
子
で
同
じ
所
に
茶
室
を
構
え
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
状
に
記

す
「
御
茶
湯
座
敷
」
と
い
う
の
が
そ
の
茶
室
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

（1
（

」
と
述
べ
る
が
、

苦
し
い
解
説
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

茶
囲
い
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
の
天
正
十
五
年
十
月
一
日
に
開
催
さ
れ

た
北
野
大
茶
湯
に
お
い
て
、
わ
ず
か
二
畳
の
囲
い
で
す
ら
三
日
は
か
か
っ
て
い

る
。『
兼
見
卿
記
』
九
月
の
条
に
よ
れ
ば
、

廿
八
日
甲
寅
、
未
明
北
野
へ
材
木
持
遣
、
大
工
各
召
連
今
日
造
立
之
、
公
家

衆
多
分
今
日
立
之
也
、（
後
略
）

廿
九
日
乙
卯
、
在
所
各
召
連
北
野
へ
罷
出
、
普
請
申
付
之
、
多
分
出
来
。

卅
日
丙
辰
、
大
工
普
請
之
者
、
自
早
々
予
茶
湯
道
具
見
合
入
長
櫃
、
及
晩
罷

出
了
。

と
あ
り
、
安
普
請
の
二
畳
の
囲
い
で
す
ら
、
道
具
の
運
び
込
み
を
含
め
て
三
日
は

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
青
萱
や
青
松
葉
は
む
し
ろ
そ
の
時
間
短
縮
の
た
め
に
は
役

立
つ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
秀
吉
が
造
営
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ず
か
三

日
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
少
な
く
と
も
『
宗
湛
日
記
』
に
よ

れ
ば
、
六
月
二
十
六
日
ま
で
の
記
録
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
間
に
あ
る
程

度
の
作
事
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
九
州
陣
で
最
後
に
箱
崎
に
秀
吉
軍
が
到
着
し
、
い
ろ
い
ろ
な
政
治

的
な
事
柄
を
片
付
け
な
が
ら
秀
吉
も
茶
会
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
従
軍
し
て
い

た
利
休
も
茶
会
を
開
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
が
六
月
十
四
日
と
い
う
の
は
、
新
し
い
茶
座
敷
を
造
成
し
て
と
い
う
の
で

は
、
時
間
的
に
早
す
ぎ
る
気
が
す
る
。

お
わ
り
に

『
宗
湛
日
記
』
に
記
録
さ
れ
た
天
正
十
五
年
六
月
十
四
日
の
記
事
に
つ
い
て
検

証
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
「
ヤ
キ
茶
碗
」
は
、「
ヤ
キ
」
の
部
分
が
す
べ
て
仮
名

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
薬
器
」
茶
碗
の
可
能
性
を
示
し
た
。

次
に
筥
崎
宮
の
燈
籠
堂
は
存
在
し
た
が
、
そ
の
中
で
茶
会
を
開
い
た
の
で
は
な

く
、
そ
の
傍
ら
に
新
し
く
茶
室
を
建
造
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
建
造
日
時
は
三
、四
日
し
か
な
く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
わ
ず
か
な
時

間
で
新
茶
室
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
の

十
四
日
の
利
休
・
紹
安
の
新
茶
室
は
、
青
萱
・
青
松
葉
な
ど
の
共
通
性
か
ら
い
っ

て
、
同
年
六
月
二
十
五
日
朝
の
宗
湛
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
新
茶
室
か
ら
の
創
作
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
。
そ
も
そ
も
秀
吉
を
招
い
て
の
新

茶
室
で
す
ら
二
十
五
日
に
よ
う
や
く
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
休

の
茶
室
を
そ
れ
以
前
に
作
る
必
然
性
が
な
い
。
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ま
た
、
布
袋
茶
入
そ
の
も
の
は
現
存
し
て
お
り
、
実
在
の
も
の
で
あ
る
が
、

十
四
日
の
利
休
茶
会
の
記
事
が
危
う
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
布
袋
と
銘
名
さ
れ

た
茶
入
が
こ
の
時
に
誕
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
そ
の
後
の
所
有

者
に
つ
い
て
も
、
太
田
美
作
と
い
う
人
物
と
利
休
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
記
録
は
『
松
屋
会
記
』
の
久
好
茶
会
記
と
い
う
信
憑
性
の
低
い
も
の
で
あ

る
。
現
在
は
布
袋
茶
入
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、『
宗
湛
日
記
』
の
記
述
に
随
え

ば
、
重
要
な
の
は
仕
覆
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
茶
道
具
の
銘
の
付
け
方
に
関

す
る
伝
承
で
あ
る
か
ら
、
今
後
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
宗
湛
日
記
』
の
天
正
十
五
年
三
月
二
十
七
日
朝
に
「
ヌ
シ
ヤ
源
三
郎
」
茶
会

の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
奈
良
の
松
屋
の
こ
と
で
あ
る
。
久
政
か
久
好
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
『
松
屋
会
記
』
に
は
こ
の
日
の
茶
会
記
が

存
在
し
な
い
。
同
年
の
六
月
の
茶
会
記
は
、
六
月
八
日
晩
の
「
ヌ
カ
ヤ
道
か
」
茶

会
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
『
宗
湛
日
記
』
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
述
が
あ
る
の
で
あ
る
。
今

後
は
、『
宗
湛
日
記
』
も
注
意
深
く
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

［
註
］

（
１
）『
宗
湛
日
記
』
は
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
（
淡
交
社
、
一
九
五
八
年
）

に
よ
る
。

（
２
）
福
川
一
徳
「
島
津
攻
め
」（
新
人
物
往
来
社
編
『
豊
臣
秀
吉
読
本
』
新
人
物

往
来
社
、
一
九
九
二
年
）

（
３
）
紙
屋
敦
之
「
九
州
征
伐
」（『
豊
臣
秀
吉
事
典
コ
ン
パ
ク
ト
版
』
新
人
物
往

来
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
４
）
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集　

三
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）
二
二
二
八
、一
三
九
頁

（
５
）『
豊
臣
秀
吉
文
書
集　

三
』
二
二
二
九
、一
三
九
頁
。

（
６
）
林
屋
辰
三
郎
他
編
『
角
川
茶
道
大
事
典
〈
普
及
版
〉』（
二
〇
〇
二
年
、
角

川
書
店
）

（
７
）「
宗
凡
他
会
記
」
は
永
島
福
太
郎
編
『
天
王
寺
屋
会
記
』（
淡
交
社
、

一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
８
）『
松
屋
会
記
』
は
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻
（
淡
交
社
、
一
九
五
七
年
）

に
よ
る
。

（
９
）
阿
部
猛
・
西
村
圭
子
編
『
戦
国
人
名
事
典
コ
ン
パ
ク
ト
版
』（
新
人
物
往
来

社
、
一
九
九
〇
年
）
一
七
七
頁

（
10
）『
茶
道
筌
諦
』
は
橋
本
博
編
『
茶
道
古
典
集
成
』（
一
九
三
三
年
、
大
学
堂

書
店
）
に
よ
る
。
該
当
箇
所
は
同
書
一
二
三
頁
。

（
11
）
筒
井
紘
一
『
利
休
の
茶
会
』（
角
川
選
書
、
二
〇
一
五
年
）
一
五
一
頁
。

（
12
）
千
宗
左
・
千
宗
室
・
千
宗
守
監
修
『
利
休
大
事
典
』（
淡
交
社
、
一
九
八
九

年
）
五
〇
四
～
五
〇
五
頁
。

（
13
）『
利
休
大
事
典
』
五
〇
五
頁
。
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